
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １０１３ 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 (学)生活美術 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

美術的な基本技能を身に着け、造形することを楽しみ追求する気持ちを持つことが大切です。 

制作を通して、造形し表現するということを考えていきます。 

自分の思考と向き合い、それを簡単でも良いから表出することがアートの第一歩なので、恐れず、

繰り返し描いたり造形したりしましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・素材や道具の特性について理解を深め、専門的な技能を身につける。意図に応じて制作方法を創

意工夫し、創造的に表すことができるようになる。・表現の意図と工夫の仕方を考え、創造的に発

想し、構想できるようになる。・造形表現、独創性を追求し、主体的に造形活動に取り組む姿勢を

養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・対象や事象を捉える造形

的、美術的な視点について

理解を深め、基本的な技能

を作品に生かすことができ

る。 

・創造的な美術の表現をす

るために必要な技能を身に

付け、意図に応じて表現方

法を創意工夫することがで

きる。 

・造形的なよさや美しさ、表

現の意図、美術の働きなどに

ついて考え創造的な表現を工

夫することができる。 

・自分で主題を生成し発想や

構想を練ったり、美術や美術

文化に対する見方や感じ方を

深めたりできる。 

・主体的に美術の創造活動に取

り組み、感性を高め、美術や美

術文化と幅広く関わろうとで

きる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 期 

単
元

名 学習内容 単元（題材）の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 色
面
構
成 

①画用紙に枠を引く 

②着色する 

配色カードの指定番号 3 色と

任意の１色の 4 色を枠の中に

塗る 

a: アクリルガッシュの基本的

な使用方法を身に着け、丁寧に

着色することができる。 

b: 指定番号の色を表現しよう

と色の混ぜ方などを工夫でき

る 

c: 色の表現を追求し、修正や

塗りなおしなど、最後まで美し

く仕上げようと作品に向き合

うことができる。 

作品 作品 作品 

ア
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス 

①アイデアスケッチを描く 

条件を理解して、自分を表す

デザインについて考える。 

②デザイン画制作 

デザインの理由など、意図を

明確にする。 

③作品制作 

アクリルガッシュで着色する。 

④振り返りシート記入 

a: アクリルガッシュを適正に

使い、丁寧に作品を仕上げるこ

とができる。 

b: 自分を表現したデザインと

は何かをよく考え、それを表現

するための工夫をすることが

できる。 

c: テーマの表現を追求し、最

後まで美しく仕上げようと努

力できる。 

次回の作品をよりよくするた

めにはどうすればよいのかを

考えて制作を振り返ることが

できる。 

作品 アイデア

スケッチ 

デザイン

画 

作品 

ア イ デ ア

スケッチ 

作品 

振り返りシ

ート 

デ
ッ
サ
ン 

①鉛筆の削り方など基本技能に

ついて知る 

②グレースケールを作る 

③「歯ブラシを持つ手」を描く 

a: デッサンにかかわる基本技

能を身に着けることができる。

また、その技能を生かして物の

質感などを表現できる。 

b: モチーフの特徴を捉え、最

もよく表現できる構図や道具

の使用方法などを工夫するこ

とができる。 

c: 制作の意図を理解し、明暗

の表現や形などを追求し、表現

しようと努力できる 

グ レ ー ス

ケール 

作品 

グレース

ケール 

作品 

グ レ ー ス

ケール 

作品 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

２ 音
楽
と
イ
メ
ー
ジ 

①アイデアスケッチを描く 

マインドマップを使用し、音楽へ

の印象やイメージを具体化した

り、深めたりする。 

②デザイン画制作 

アイデアをまとめ、完成を想像し

て配色などを行う。 

③レタリング演習 

基本的なレタリングのフォント、

描き方を学ぶ 

④品制作 

アクリルガッシュで着色する。 

⑤返りシート記入 

a: レタリングの基本技能を身

につけ、作品の中で適切に使

用、表現することができてい

る。また、丁寧に作品を制作で

きる。 

b: マインドマップを使用し、

好きな曲に抱くイメージを整

理、再構築して主題を生成し、

創造的に発想し構想すること

ができる。 

c: テーマの表現を追求し、最

後まで美しく仕上げようと努

力できる。 

次回の作品をよりよくするた

めにはどうすればよいのかを

考えて制作を振り返ることが

できる。 

レタリング 

作品 

アイデア

スケッチ 

デザイン

画 

作品 

ア イ デ ア

スケッチ 

レタリング 

作品 

振り返りシ

ート 

ギ
ザ
ギ
ザ
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
「西
洋
絵
画
模
写
」 

①西洋美術史について知る 

西洋美術史の講義を聞き、鑑賞

した作品について感想を書く。 

講義で出てきた西洋絵画の様

式から２様式選択し、1 作品ずつ

選んでレポートを作成する。 

②製図する 

③作品制作 

レポートを書いた2作品を製図し

たケント紙に模写する 

着色はアクリルガッシュで行う。 

④組み立てる 

⑤振り返りシート記入 

a: 規定を守ってレポートを書

くことができる。製図、アクリ

ルガッシュの使用が適切に行

われており、アクリルガッシュ

の特性を理解して表現するた

めの工夫ができる。 

b: 絵画作品の意図や表現を理

解して、再現するために工夫さ

れている。また、絵画作品の特

徴が最も出ている部分をピッ

クアップして描くことができ

ている。 

c: テーマの表現を追求し、最

後まで美しく仕上げようと努

力できる。 

次回の作品をよりよくするた

めにはどうすればよいのかを

考えて制作を振り返ることが

できる。 

レポート 

作品 

レポート 

作品 

レポート 

作品 

振り返りシ

ート 
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３ サ
イ
コ
ロ
ア
ー
ト 

①アイデアスケッチを描く 

自分で主題を生成し、6 面全て

がつながるように考える。 

②デザイン画制作 

アイデアをまとめ、完成を想像し

て配色などを行う。 

③製図する 

④作品制作 

画材を選択し、自分の作品に最

も適した表現を工夫する。 

数字はレタリングを行い、アクリ

ルガッシュで着色する。 

⑤組み立てる 

⑥振り返りシート記入 

a: 自分が使用する画材の特徴

を理解して画材を選択し、表現

を創意工夫することができる。 

組みあがった作品を創造しな

がら制作し、美しく組み立てる

ことができる。 

b: 自分で主題を生成し、個性

的なデザインを発送し、自分の

テーマを表現するための創意

工夫ができている。 

c: テーマの表現を追求し、最

後まで美しく仕上げようと努

力できる。 

振り返りを通して美術や美術

文化に対する考えを書くこと

ができる。 

作品 アイデア

スケッチ 

デザイン

画 

作品 

ア イ デ ア

スケッチ 

作品 

振り返りシ

ート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        

 

 


